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ユカタン半島北部

【ユカタン・マヤ】
ユカタン半島北部に暮らす先住民族

ユカタン・マヤ

【植民地期初期： 後16～17世紀】
・先古典期:   前20～後3世紀
・古典期: 後3～10世紀
・後古典期: 後10～16世紀
・植民地期： 後16～19世紀

メソアメリカ

マヤ地域

Mérida
Cancún

Chichén Itzá



• 紀元前から続くマヤ文化（いわゆる「マヤ文明」）の担い手

• 平坦で密林とサバンナ、湿地に覆われた石灰岩の大地で暮らす民族

• 石造建造物（ピラミッド）

• 焼畑農耕により生産されたトウモロコシを主食

• マヤ文字（象形文字）

• 正確な暦（1年＝365日）

• 1517年、キューバ島から渡ってきたスペイン人がはじめてユカタン半
島に上陸、征服開始。1542年、植民地支配の拠点となるメリダ市建設

0. ユカタン・マヤ人について

《西洋文化との出会い》

「El Castillo」チチェン・イツァ遺跡

マヤ文字



マヤ支配者、軍事指導者の立場から見た

ユカタン・マヤ「軍隊の全体像」の復元、に関心が集中

1. 問題提起

【マヤ軍事史の先行研究】

例） 王を頂点とした軍事組織
武器、戦術、防御設備

近代軍事理論を援用！（西洋思考）
※ 軍事構造と社会構造を切り離して議論している

多くのマヤ軍事史研究者たちは「軍事」のみに関心がある

そのための方法論として



1. 社会システムの必要性から社会を形成する人々が
引き起こした戦争のことを、社会構造と切り離して
理解しようとしている

2. ユカタン・マヤ社会の宇宙観や先住民独自の思考
を無視して、彼らの戦争を解釈しようとしている

1. 問題提起

【先行研究の問題点】



ユカタン・マヤの戦争を、彼らの社会現象のひとつと捉え、
彼らの社会構造、一般的思考と結びつけて分析、解釈を
試みる

1. 問題提起

【本研究の出発点】

社会学的アプローチ



1. 問題提起

西洋思考を前提とした観点からは気づくことができなかった

ユカタン・マヤの戦争の精神的側面の実態を解明する。

【本研究の大目的】

・ 後古典期後期終末から植民地期初期（16-17世紀）のユカタン・

マヤ社会で「敵」のことをどのように捉えていたかを明らかにする。

・ 現代ユカタン・マヤ社会で「敵」をどのように捉えているか分析し、

400年前の概念との違いが生じた理由を考察する。

【本研究の小目的】



2. 方法論

多義語分析（言語学的アプローチ）

• 文献データに記録されていない先住民の日常、風俗習慣、概念を
再現することができる。

• 植民地時代（16～19世紀）に編纂されたスペイン語・マヤ語語彙集
（辞典）を使う。

I. 日常生活や戦争に関する単語を収集する（「義務」「狩猟」「戦勝」など）

II. 形態素に分割 → 各形態素を含む単語をできる限り抜粋

III. 同じ形態素をもつさまざまな単語を比較

→ 複数の意味の中から母語話者がその語から連想する

最も典型的で基本的な意味を取り出す

IV. その形態素の基本的意味を整理・解釈 → その語から連想されたで
あろう概念を再構築

【どうやって過去の先住民の思考がわかるのか】

スペイン語-ユカタン・マヤ語
語彙集



2. 方法論

半構造化インタビュー（文化人類学的アプローチ）

• 普段マヤ語を話す現代ユカタン・マヤ人（年配または自言語の知識
が高い若者）に、特定のスペイン語単語のマヤ語での名称、および
特定のマヤ語のスペイン語での意味を聞き取る。

• あらかじめ質問項目を決めておき、録音機やメモで記録を取りなが
ら質問を進めていく。回答に応じて掘り下げて質問する。

【どうやって現代の先住民の思考がわかるのか】

2022年8月、ユカタン州フヌク村、
サンタ・リタ村、ツァルバイ村、
エックバラム村で
村人14名（22歳～63歳、平均年
齢48歳）にインタビュー

メリダ

フヌク(Hunukú)村
周辺

フヌク村の教会



• enemigo, adversario, oponente, contrario, competidor

3. 後古典期後期終末から植民地期初期（16～17世紀）
における「敵」のイメージ

【語彙集で「敵」を表す単語をすべて調べる】

• nup: enemigo

戦場での敵に対して一般的に用いられた語

その結果…

• noc ol 互いに怒りを感じ、憎しみ、恨み合う相手、敵

• ah ual 自分に死などの破滅的な害を与えてくる相手、敵

限定的な使い方



3. 後古典期後期終末から植民地期初期（16～17世紀）
における「敵」のイメージ

nup (nuup) には「敵」だけでなく、以下のような用法もあった

• nup hanal, nup ukul: 自分と一緒に食べる（飲む）友人や家族

いつも飲食、会話を共にする
より近しい人物（パートナー）を
指す言葉だった。

これらの関係と
戦場での「敵」概念との
共通点は？

つまり：

• nup cahtal 夫から見た妻、妻から見た夫

• nup than 自分と生き方や考えが同じでよく話す友人や家族

食べる 飲む

話す

住む



3. 後古典期後期終末から植民地期初期（16～17世紀）
における「敵」のイメージ

【結論】

nu(u)p 概念のイメージ図

「ちからをはかる：後古典期後期マヤの
戦闘の一概念」
（郷澤 2018: 10-11）を参照

自分と向かい合い、自分と対をなす同等な存在。
・ 戦場においては「自分と対峙する片割れ」
・ 日常においては「自分の生活上の片割れ」

先スペイン期において
戦争での「敵」に対して善悪の概念はなかった。
なぜなら、勝敗が決まり戦争が終結すれば、
「敵」と自分達が、同じ人的ネットワーク（政治社会組織）
に組み込まれることが一般的に行われていたから。

nu(u)p の基本的意味は：

【写真】 ヒカラ(jíraca)の実と容器



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

スペイン（西洋）社会が思い描く「敵」概念が
もともとマヤ社会には存在しなかったのでは？

enemigo

（Diccionario de 

autoridades）
18世紀編纂のスペイン語辞典

・ 対立する者、軍
・ 悪魔を表す換称

enemigo

（Diccionario de 

la lengua española）
最新のスペイン語辞典（2014）

・ 対立する者、国、軍
・ 相手に悪意を持ち、

悪事を働くまたは望む者
・ 悪魔

＝「敵は悪であり、
悪意を持っている」

• Yaan ten u enemigo. (Yo tengo un enemigo.)

■村人たちへのインタビュー前に得られた情報

【“enemigo”】 スペイン語からの借用語（Don Anastasio の証言）

アナスタシオさん一家



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

■村人たちへのインタビューの回答結果

¿Cómo se dice “enemigo” en maya?

回答者が「敵」を表す
際に使用した語

語の基本的意味
回答数

（複数回答あり）

p’eek 憎む、憎しみ 9

k’aas 悪人、醜い、有害な 3

kisin 悪、悪魔 2

éet 自分と同等の存在 3（他の語との併用あり）



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

• u p’eeken(ech) uno que me (te) odia （私（君）を憎む人）

• wíinik u p’ek men hombre que me odia, que no me quiere

（私を憎み、嫌いな人）

• u p’ek mech hombre que te odia （君を憎む人）

• ch’aa p’eek el que odia （憎んでいる人）

1. 【p’eek】 = 9例

p’e(e)k =  odiar, abominar, despreciar

fastidio, molestia

「憎む、憎しみ」を表す一般的単語

マヤ語の回答 スペイン語の回答



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

• k’asa’an malo （悪い人）

• éet nail k’asa’an otro compañero malo （悪いもう一方の人）

2. 【k’aas】 = 3例

k’aas =  feo, inservible

daño, mal, malo, nocivo

maldito, ruin, vil, bellaco

「悪人、醜い人（モノ）、有害な」を表す一般的単語

マヤ語の回答 スペイン語の回答



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

• kisin wíinik hombre malo （悪い人）

• wéet kisnik contrario malo （悪い対立者）

3. 【kisin】 = 2例

kisin =  cruel, demonio, diablo

maligno, malo, malvado

mezquino, satanás, perverso

「悪、悪魔」を表す一般的単語

マヤ語の回答 スペイン語の回答



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

• éet baateelilo semejante de la guerra (uno de dos grupos)

（戦争における似たような人）

• éet nail k’asa’an otro compañero malo （悪いもう一方の人）

• wéet kisnik contrario malo （悪い対立者）

4. 【éet】 = 3例（他の語との併用あり）

éet(el) =  compañero, semejante

éetail =  amigo

「自分と同等の存在」を表す一般的単語

マヤ語の回答 スペイン語の回答



4. 現代（20～21世紀）における「敵」のイメージ

■ 現代ユカタン・マヤ人の「敵」に対するイメージをまとめると：

「敵」＝ 自分に対して悪意をもった悪い存在



5. 現代における「nuup」の意味

一方で、植民地期初期に「敵」を表した語「nu(u)p」は
現在どのような意味で使われているのか。

マヤ人による
スペイン語での説明

意味
回答数

（複数回答あり）

compañero, juntos いつも一緒にいる人 8

pareja, su par, unión ふたりで1組となる相手 9

igual 同等な人、対等な人 2

・ 「日常における『自分の片割れ』」という概念のみ生き続けている。
・ 「敵」という意味は、すでに消失していた。

¿Qué significa nuup?



なぜ400年の間に「敵」概念の傾向が変化したのか？

6. 考察： 「敵」概念の傾向変化の理由

先スペイン期の戦争の主目的は

・ 肥沃な土地、威信財生産地
等への支配域拡大

・ 労働力確保のための
人的ネットワーク拡大

・ 戦争捕虜（奴隷）獲得
・ 戦利品獲得

【仮説：1点目】

であった。しかし同時に、

戦争が利益拡大目的以外にも
社会を動かす宇宙のサイクルのひとつ
という位置づけだったからではないか。



6. 考察： 「敵」概念の傾向変化の理由

メソアメリカの概念では、あらゆる物体（todos los seres）
において「相反し補完し合う2つの勢力」が存在した。その
2つの勢力がぶつかることで、世界に動きが生じた。

【仮説：1点目】

戦争が利益拡大目的以外にも
社会を動かす宇宙のサイクルのひとつ
という位置づけだったからではないか。

→ 社会（宇宙）を動かすのに不可欠
（López Austin）

=

「すべての存在が、対立する相手（dualidad）
を持っている」（Claudia Madsen） ・ 昼（太陽） ― 夜（地下世界）

・ 火 ― 水
・ 男 ― 女 etc.

ollin
「動き（地震）」
2つの勢力の

絶え間ない衝突
がもたらす秩序を表す

malinalli
「宇宙軸」

地下世界からの水と
天界からの炎の

交わりを表す

≪二元性≫

戦い



6. 考察： 「敵」概念の傾向変化の理由

【仮説：1点目】

戦争が利益拡大目的以外にも

社会を動かす宇宙のサイクルのひとつ
という位置づけだったからではないか。

昼の神（太陽）と夜の神が毎日戦争をして日々のサイクルが動くように、
人間も地域社会の調和（均衡）を保つために、近隣の相対する勢力と戦争
をして「動き」をおこす必要があったと考えていた、もしくはそのように戦争
を正当化していたのではないだろうか（とくに財の動き）。

しかし、日常的に行われていた近隣同士
の戦争がスペイン人により禁止された

→マヤ人にとって「戦争での敵」の存在が

徐々に身近ではなくなった

（1840年のカスタ戦争まで）

自軍 敵軍

「敵と自分は宇宙のサイクル
を体現している」



500年近いカトリック布教活動により、マヤ社会に「神と悪魔

（憎むべき絶対悪の存在）」という教義が浸透。メソアメリカ
の宇宙の価値観（二元性）が徐々に崩れ、カトリックの価値
観が優勢となっていった。

6. 考察： 「敵」概念の傾向変化の理由

【仮説：2点目】

メソ
アメリカ的
価値観

カトリック的
価値観＜

キリスト教化の過程で、スペイン人が持っていた
「敵」の考え方に近い概念が優勢となっていった
のではないか。

二元性 善 vs 悪

天上、地上、地下に多数の神々が存在
し、彼らにはそれぞれ相互補完的な対
となる別の神がいた。そして、すべての
神々が善い性格、悪い性格の両方を持
ち合わせていた。



もともと「敵」の概念はいくつかあった。しかし、マヤの村落や王国同士の戦争が消滅
したことにより、共同体レベルの「敵」という概念が縮小し、個人レベルの敵概念に日
常的使用が限定されていった。→「敵」を感情や善悪のみで認識するようになった。

6. 考察 【仮説：2点目】

しかし、「敵は自分と同等である（éet baatelilo）」
という概念は現在でも残っており、注目に値する。

• nup 目の前にいて対立する片割れ、敵

• noc ol 互いに怒りを感じ、憎しみ、恨み合う相手、敵

• ah ual 自分に多大な害を与えてくる相手、根源的な敵

kisin 悪い（悪魔）
p’eek 憎い
k’asaan 悪い

キリスト教化の過程で、スペイン人が持っていた「敵」の
考え方に近い概念が優勢となっていったのではないか。
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